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*の批詑 IV.弥栄地l認にみる拙股業発述史 (i)緊急入総・ IJ問妬者農業時代(昭和20年代) く以
上本;サ，以下次号予定> (ii)主潜民業時代(昭和30年代) 日iu事業本治部設時代(昭和40年以静)

































































林における試験研究概要』の主任期には， r混牧本~梁試験j が揚げられており， r混牧林業の経営は
北海道10日発に対して設裂なる一つの研究課題であるJと明記されている。
と ζ ろで，弥栄は~演智キ~と i可じく戦後lζ ， I日陸軍軍jお補充部地へ入植した人々によって形成
された集落で，彼等の大半ば「外地j (l f:1 iff~1'1りからの引き揚げ者によって構成されている o

















































もっ農村である O 行政国税は11万ha1こ及び， r設業務木簡資Jのための地域区分で玉三えば麟茶周
辺， 1議分内， &[別， r河j援内.J，I(路，御q明日，沼腕，久日，よ多和， 2iZ安出Ijから構成されている
CI玄11，関 2参照のこと)。
標茶の名はアイヌ諮の「シペッチャJ(大きな川のtrfh1の庇〉を諮源としており，それが示すよ























方で内l法性気候特7釘の EIcl:J r1tl皮の急上昇，相対混成の低下 (10%を切ることもあり)が起こるた
めに， このi時期ははi火事が奨常に発住しやすい自然条件となる。持雨盤は年間1， 000 mm程度
で，~から初秋にかけてが多い。年平均気綿は 5.50 C ， r，品澄指数は 450C脱皮である。
楳茶Hげの人口は55~ f. 1 月現在で 12， 483人(住民基本合~I~屯) 0 近年その誠少率を低下させたとは






土地利用の現状についても簡単に述べておくと， 総回硝 110，745haの地問見IJ内訳は j設用地
淡1 標茶!日Jの波梁別就業人口および生!定額 (Il漁154年1)~現在および 11ì'3f-1J 53年s'[)
tfO 次;rff~長
就業人口 6，220人 2，259 1，915 1，360 2.601 
(比三s) (1型Lーし空竺(型) (2日一(日
生 E差額 36，389筏万l弓 9，010 8，898 14，886 12，493 
(比本) I (100.0) (27.0) (26.6) (35.6) (37.4) 
. r探~1I1Jl見村総会主主倣2十議II愁J (昭和541f10月)より作成。
92 
26，678 ha (畑地21， 980 ha，採草放牧!'lI.4，698 ha) ， 宅地等532ha， 山林原野67，908ha (うち林













































このJI!J二文部の放牧地は}I!上放牧地， 1殺分内放牧地，多和放牧地17) 見窪放牧地の 4つから檎
成されており，戦後大i読者(c移管されたi時点で見ると総所較は約 1万8千ha(c及んでいた。腎球
規模は大A米持jには千踏をl越え，昭和13年の紀鍛では1，659 l出を数えている。この符1出ζ当たる
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45 i~ 50 ijo 55 年
100.0 100.0 100.0 
(11.9) (23.2) (36.3) 
3.9 2.9 2.6 
(11.6) (20.0) (29.9) 
4.0 3.3 3.1 
(7.9) (13.0) (19.7) 
1.3 1.1 1.0 
(6.1) (1l.1) (17. 1) 
1.9 1.5 1.4 
(7.5) (13.4) (23.9) 
1.2 1.3 1.1 
(6.7) (15.8) (26.5) 
4.7 4.8 4.4 
げ.6) (15.9) (25.9) 
3.6 3.7 3.8 
(15.6) (30.1) (44.3) 
7.2 7.8 7.8 
(15.8) (30.0) (41. 4) 
17.1 16.2 15.2 
(1. 5) (2.1) (33.0) 
2.8 2. 1 2.0 
(10.2) (17.0) (29.4.) 
2.7 1.9 1.8 
(6.8) (11.1) (20.7) 
22.2 22.4 23.0 
(1.1) (21.9) (35.9) 
12.6 13.4 13.6 
(16.2) (29.4) (41. 5) 
14.8 17.6 19.2 
(22.1) (40.9) (58.6) 
ていないために， i守成!i:をも合めた数倣で示した)の推移である。表で見.(5如く遊中央部(お狩
認知，上JI，日前)や，道南部(i皮島， tW'fll，後忠， J立綴)の地域の!fu繰低下が防虫ち， 1日関西存
農地域であるお狩，波l効も例外ではない。それに対して道東部，滋北部の前進が著しい。 i昭和55
l立会よ首の71%の乳牛が十勝，網走， iV!I n札根窓のよ立東抗告に集I:!Jする状況をA:する ζ とになる。
昭和初年以持の成乳牛関数の{Ijlびおよびj良家数の推移を地域別に児たのが表5である。 401:1ミから









55irミ/40:lì~ 45年/401:r~ 50if/45{f-55年/50生存 5;1"./40年 45lCf:/40年 50年/45'1"-55年/50主iミ
:1:遊 286 185 130 119 46 85 69 78 
石狩 125 139 92 97 28 69 57 72 
波 j活 159 133 107 111 37 76 65 74 
j合iJ-! 128 103 122 102 28 60 65 71 
後 25 177 144 106 116 32 84 59 65 
空知 132 92 141 101 19 50 62 63 
上川i 215 134 137 116 34 70 67 72 
初r iW 316 181 142 123 46 76 73 82 
祭主主 341 217 141 111 58 90 75 86 
統iえ3 274 194 122 116 48 92 67 78 
IJl ~渓 161 160 92 110 33 83 58 70 
日 目安 126 121 92 114 26 72 57 63 
十Il券 351 217 128 127 54 105 68 76 
到1路 318 204 146 107 58 88 78 84 




































































20年代後半の~側部地の土地illi1誌は 2， 30011なで，このうち綴人割当地が1， 100 IUJ (1戸当りほ
ぼ20llJ。ただし初期には約101il]の個人分配であった)， 23年役立の弥栄開拓段協の所有地が1， 250 
表6 弥栄j:ful玄j足量誌の作付状況(昭和28i!三)
農家者?号 ぬ 1 No. 2 ぬ 3 ぬ 4 No. 5 Nα6 No. 7 ぬ 81No. 9 No.IO 
メミ 炎 2. 一 2.2 3.5 2.0 0.3 1.0 4.0 
炎 5.0 2.5 2.0 4.0 1.0 3.5 2.0 1.0 1.5 
ソ ノイ 3.0 3.0 4.0 5.0 
大 王子. 1.0 2.5 5.0 2.0 1.5 1.5 1.0 1.5 I 1. 0 0.5 
E 0.5 1.5 0.2 1.0 0.5 1.6 O. 5 
3l1~ 'i. 3・0 4.0 1.0 2.0 3.0 1.0 1.2 1.0 2.0 
トーモロコシ 1.0 2. 5 2.0 2.0 0.8 1.5 1.0 1.0 
イ ナキピ 3.5 2.0 2.0 2.0 2.5 2.5 2.0 O. 5 1.5 0.8 
"同d 宮 金告 設寸ふ立a 6.0 5.0 4.5 5.0 6.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 
ピ 2.0 3.0 2.0 4.0 2.5 2.3 2.6 2.0 1.5 2.0 
ア て'7 1.0 2.0 山一泊 1.0 1.5 
二E ンノf ク 3.0 I 3.0 '5.0 6.0 6.0 4.5 3.5 
テ'ントコーン 1.5 1.0 3.0 3.5 1.0 ~.? I ~.? I 1. 5 
ヒ エ 5.0 I 3.0 4.0 3.0 1.0 I 1.5 
ルタパカ，飼料カブ 2.5 2.0 2.3 2.0 3.0 1.0 1.0 2.5 
野菜〈カボチャを含む〕 3.0 2.5 2.5 5.0 2.0 1.0 2.0 3.0 2.0 
総 Jl目 2.0 1.5 
牧 主詳 35.0 15.0 20.0 9.0 2.0 。7.0 6.0 1.5 


























nlrであった29)。個人割当された土地は20年代 (22"'-'29年)に全体として 331.5ha の開懇が行な
われ30) これは年40haのペースであり，一戸当りで年15に約0.74ha{なが関製されたことになる O


























I No. 5 I i¥1o. 6 I No. 7 I No. 8 I No. 9 I No.10I +1勾
お61 20卜
4871 71 
7041 1. 225 






































2i協8 和q~ 66Fヨ 1. 624 2，021 2，(83 92 1， 124 1， 173 544 。9，378 17) 21) 1) 12) 13) (6) (0) (100) 
29 年 71 3，408 1，(31 61 3，081 2，(1 25 971 l，( 159 
。12，106 
28) 1) 25) 8) (8) 10) (0) (100) 
30 年 68 I 5'r~~~ l'r~~~ 2'r~~~ 3'r~~~ l'r~~~ l'r~~心158i15， 889(35) (10) 114) 1 (20) I (10) 1 Cl1) 1 (0) 1 (100) 
・単位は千円， ( )内は%。
・組合j'(tr.は機分内の一部s戸が含まれている。
.29年， 30"f.~こは冷号容による fì令潜資会j が導入されているため長期借入金が忽明治している。





































は約1割にまで減じる o このク 1)ームは鴎欽パスで機茶駅まで搬出され，それよりは
筑摩で釧路のクローパー・バター工場に出認される。そして，脱脂乳は持ち紛られて紙牛，n本，
鵡等の飼料として使用する。このような体制がここに繋ったのである。
牛乳の受入れは午前6時現から 81寺頃までで， ζ のi時間になると組合員が馬車に輸送倍を積ん
で続々と ;ljIî めかけ，間分i丞で手磁分完投機与を交替で趨し，締りには還元)]J~)l旨乳を持ち帰ったという。
操3誌の始まった頃の地主主のrj~乳牛は27耳炎{立で 2 立夏以上前殺している幾家はなく，処理所の受入
















1) 小関降ilt r北海道林栄の発燦過程j，W;Iヒ大級溺林報告Jl.Vol 22 Noo 1， 1962， p 51 
2) 小|拐殺紋 1故後の北海足立休2誌の股間j，引ヒ海道林業の訪問題Jl1968， p 349 
3) 上関弘一良1 r ~tìfiji泣淡湖林， ~獲得のいきさつJ， W:Iと潟巡総務i料i1rJJ'傘下さj求によせてJl1980 
4) 1li3平t132"l三日芝から10ヶ年計闘で，米:s'Z:*iむの一大閥均7千ha1こ?ラマツの…芥造林を行った。
5) 機j幻営**1お 『パイロット・フォレストの歩みJI1965. p 114 
6) 加納流会・小関隊紋 「目見j;在地腿家経営におけるj誕u提携に関する災態調j!t( 1) j， W北大政潔林報告をj，
Vol 17. No 1， 1954 
7) W54年度林淡自殺fJi，森級犬 r山」の政治と級者等j1980 
8) 鈴木尚夫 「林3誌の構造若手腐をめぐってj 日本染経済Ji1981. 1.月戸!ほ
9) 赤羽武 「“地域林m"lli詰の波線的jW~本業終淡j 1980， 12月号




11立，7l<獄災ノ、:rJJ.・ラ塁線ヲ 111\ シ以テ三冬f'l'森ニ箆ノレヲ Iltí~ トス J と。
12) 標茶阿のj波及~1乙関しでは，機茶IIIJ W ;P;J~;!災訓iJ5色々Jì (前総1966，後ぷi1978，いずれも対象は滋前j切)， およ
び，佐篠尚 UI路川紀行j(1977)を参考iこした。





14) この状況はすわIimの小悦 rifiい人j(筑限縫滋， 1977)を参照のこと。
15) 佐賀の乱， jJj:j溺の役，自由民総;巡鋭jと続く政治そして経済の激動郊であったことを怨起せよ。






18) 前掲引銀'Ji~防災考後 p 4160なお，:!jI}潟補充古1の“fMj伐"(ササ出しのための)材を紡-けてi辺氏lζ
従事していた迷藤茂文氏 (88才)は， この松本につくまでは隣村の制問村で畑作とま1I潟生産で生音l'をた




間で， 1気合財之と称していた。チャーターしたカムチャッカ長M誌の帆船に 3 1，1~簡の食事 iを積み，
を後lこし， 3 ヶ)~を践して到泊したという。しかし，絡泉は惨放で定殺を見なかった。(前掲 F剣11路J1I紀
行jp 98) 
20) 関東火災災被災民の策関J[文芸怒を磁波の契機とする指定地入綴制s'(IC法づいた移民。
21) ヂ謀総部 「手Ltl二多綴飼後j民家の子1i'iL'lと術巡j，rml決総合研究jVol 19， 1;j'63勾， 1965， p 74 
22) 滋j沢紗Htl! r限界}1J1.議決撲のJlillJ議後遺Jj， 1963 
23) I到焔{~~ r ~ヒifij滋泌)!誌の羽状とその IgJj滋J ， 1巡業総合研究JjVol 30， No 2 1976， p 102 
24) ノfイロット・ファームは別海IIIJJ)，(PH也i泊こ機謝野j怒と!I~I!コ投資のモデルケースとして建設されたもので，
~初~I閣では成乳牛(ジャージー総)で10磁，緋地JJI秘寸:14haの EJ; Jlll ((也にJ応， Jば，めんネがいる〉
をiヨざし， 31年皮より入~fii，約400;況の rrjl)l引を創設せんとしたものである。一方，新商品燦やj とは rJ広
域i~~1.良開発感染J のi滋祢で，線設j色J1llìJlI.!:JB泌総ざる公i立iが本業主体となって「大型でï\ミ能率の議m.経常時J
を準急lζ続出するための各議ぷ主義を行なっている(48.-.-5年Jk:)0おざ、ち「法本Igl災類裂は，1.込業従事務2人
で経営J.l込用地50ha，乳牛(;J， )レスタイン草fi:)飼殺到i数68翻(うち成牛50~Ü ， 年間生乳滋220tの自在民主思
議緩?きで，一拳にこの筑波を犯った94戸の「的}JI建売牧滋j(これだけの一戸分処滋賀が1tG{ 6千万円〉
の建設も巡んでいる。
25) 加納認会・小限務滅 的j{gr命文， p 630なお本以は， この論文と弥栄!cfl務会線三十"+:..]1977，中村
学二郎 rJ~R型?に依さきる..i 1973， そと参考lこし， 個別j災家 (10戸)からの総きとり淵盗と弥栄開拓j災協資料
vJI.l主主を踏まえて叙えGレ亡し、く。




28) r.t村君主二郎 [J(鈎j!l:， p 2520 
29) 加納]、じさな・小限1談話災 前倒論文， p 570 
30) 弥栄官1務会的掲設， P 1420 
3D W. H fえの認でiま， ~I!寺のヨ:::j誌は次のようなものであった。初は災 7 分米 3 分の番号j飯。感は「そばぴんJ
で，そば粉をボーJレののに入れてJi党Jjl'i手しでとき， ij~ft サッカリンを加えて続ストーブに乗せて品以、たも
のo夜lまぬ粉団子かうどん O:i乙泌を大;肢に悶ってi泣いであった〉。






The Hokkaido Experiment Forestry of Kyoto University is situated in芯asternHokkaido， 
where the dairy-farming has developed as the most basic industry and farmers have con-
tinuously made pastures [ro11 forest lands. Then in this district， there is a competitive 
104 
reJationship between the forestry and the dairy吟 farmingabout the uti1zation of the forest 
lands. But on the other hand， ata certain stage of the development the forestry played an 
important role for the farmer's management. 
The author investigated Iyasaka， the nearest vil1age from our Experiment Forest this 
time， and made a research on the actual condition of the historical process of the dairy-
farming development. 1n this paper the author mentioned about the condition before the 
stage in which the special dairy-farming has been formed. 
The settlers b巴ganthe exploitation work from 1947 in Iyasaka， and about for ten years 
their cash income mainly depended upon the sale of forest products， especially charcoal 
making. 
